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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年12月10日(2020.12.10)

【公開番号】特開2019-94364(P2019-94364A)
【公開日】令和1年6月20日(2019.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2019-023
【出願番号】特願2017-222039(P2017-222039)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/38     (2014.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/34     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  47/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ   11/38     　　　　
   Ｂ４１Ｍ    5/00     １２０　
   Ｂ４１Ｊ    2/01     ５０１　
   Ａ６１Ｋ    9/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ    9/48     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/34     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/36     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月27日(2020.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　中でも、インクジェットインクの連続印字性を向上する効果の点で、たとえば、１５～
２５℃で液状を呈するポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコールが好ましい。
　上記の温度範囲で液状を呈するポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコールと
しては、たとえば、
・　式(１)中のａ＋ｃで表されるＥ．Ｏ．（エチレンオキサイド）の繰り返し単位数が３
以上、２００以下、とくに１７０以下で、かつ
・　式(１)中のｂで表されるＰ．Ｏ．（プロピレンオキサイド）の繰り返し単位数が１５
以上、７０以下、とくに４０以下、
である化合物が挙げられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　中でも、連続印字性を向上する効果の点で、式(１)中のａ＋ｂ＋ｃが４０以下、とくに
３５以下である化合物が好ましい。
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　〈界面活性剤Ｂ〉
　界面活性剤Ｂとしては、ソルビタンエステル・エチレンオキシド付加型の構造を有し、
前述した機能を有する種々の、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルを用いるこ
とができる。中でも、インクジェットインクの間欠印字性を向上する効果の点で、ＨＬＢ
が１０以上、２０以下であるポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルが好ましい。
ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルの具体例としては、これに限定されないが
、たとえば、下記の各種化合物等の１種または２種以上が挙げられる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　花王(株)製のエマゾール（登録商標）シリーズのうちＬ－１２０Ｖ〔ポリオキシエチレ
ンソルビタンモノラウレート、ＨＬＢ：１６．７〕、Ｏ－１２０Ｖ〔ポリオキシエチレン
ソルビタンモノオレエート、ＨＬＢ：１５〕、Ｓ－１２０Ｖ〔ポリオキシエチレンソルビ
タンモノステアレート、ＨＬＢ：１４．９〕。
　日油(株)製のノニオン（商品名）シリーズのうちＬＴ－２２１〔ポリオキシエチレンソ
ルビタンモノラウレート、ＨＬＢ：１６．７〕、ＬＴ－２８０〔ポリオキシエチレンソル
ビタンモノラウレート、ＨＬＢ：１９．０〕、ＳＴ－２２１〔ポリオキシエチレンソルビ
タンモノステアレート、ＨＬＢ：１５．７〕、ＯＴ－２２１〔ポリオキシエチレンソルビ
タンモノオレエート、ＨＬＢ：１５．７〕、ＯＴ－５２１〔ポリオキシエチレンソルビタ
ントリオレエート、ＨＬＢ：１０．８〕。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　界面活性剤としては、上記界面活性剤Ａおよび界面活性剤Ｂの２種のみ（それぞれの界
面活性剤について、２種以上を併用する場合を含む）を用いる。
　〈含有量、含有比率〉
　界面活性剤Ａの含有量は、インクジェットインクの総量の０．０１質量％以上、とくに
０．０８質量％以上であるのが好ましく、２質量％以下、とくに１．６質量％以下である
のが好ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　これに対し、界面活性剤Ａの含有量を上記の範囲とすることにより、インクジェットイ
ンクの濡れ性を適度の範囲に調整して、供給不良や泡噛みによる吐出不良を生じることな
しに、連続印字性を向上することができる。
　界面活性剤Ｂの含有量は、インクジェットインクの総量の０．０１質量％以上、とくに
０．０８質量％以上であるのが好ましく、２質量％以下、とくに１．６質量％以下である
のが好ましい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　これに対し、界面活性剤Ａと界面活性剤Ｂの質量比Ａ／Ｂを上記の範囲とすることによ
り、インクジェットインクの濡れ性を適度の範囲に調整して、供給不良や泡噛みによる吐
出不良や漏れ等を生じることなしに、連続印字性、間欠印字性を向上することができる。
　界面活性剤Ａと界面活性剤Ｂの合計の含有量Ａ＋Ｂは、インクジェットインクの総量の
０．０２質量％以上、とくに０．１６質量％以上であるのが好ましく、４質量％以下、と
くに３．２質量％以下であるのが好ましい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　また、その他の結着剤としては、たとえば、マルトース、スクロース、トレハロース等
の二糖類、マンニトール、グルコース、フルクトース、ガラクトース等の単糖類、あるい
はマルトトリオースを主成分とする直鎖オリゴ糖であるオリゴトースなどが挙げられる。
　多糖類等の結着剤の含有量は、インクジェットインクの総量の０．１質量％以上である
のが好ましく、１質量％以下であるのが好ましい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
【表４】

【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　表６の実施例１０～１２の結果より、水とともに、水溶性有機溶剤であるエタノールを
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含む系では、多糖類を配合することで、間欠印字性を向上できることが判った。また、多
糖類の含有量は、インクジェットインクの総量の０．１質量％以上であるのが好ましく、
１質量％以下であるのが好ましいことが判った。
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